
        コロナは教育者にどのような影響を与えるか 

 

東京外国語大学大学院総合国際学研究科言語文化専攻 

陳 璐 

 

 2020 年は特別な年である。コロナウイルスの蔓延が空前の被害と混乱を引き起こし、世

界中を恐怖に陥れている。伝染力が強く、容赦なく人命を奪うこの恐るべき悪疫に対し、全

世界の国々は相次いで緊急事態宣言を発表し、国民たちは自宅に閉じ籠ったままの生活を

強いられた。この突発的な状況は、人々の身体的・精神的な健康を脅かしているだけではな

い。従来対面授業を基本として行なわれてきた教育システムはもはや遂行不可能であり、教

育者や研究者たちの多くが、新たな試練の場に立たされている。私もその中の一人である。 

 一時的ではあれ、コロナウイルスが教育や研究のあらゆる分野に及ぼした影響は大きい。

コロナが猛威を振るう現在をどう乗り越えるかだけではなく、ウイルスが抑えられた近い

将来、教育者や研究者が、自らの職掌をどう捉え、どのような能力を養うべきかを再考し、

現状を如何に調整すべきか、改めて見つめ直すことも求められている。 

 経営戦略策定ではよく SWOT 分析法が使われている。それは外部環境や内部環境を強み 

(Strengths)、弱み (Weaknesses)、機会 (Opportunities)、脅威 (Threats) の 4 つのカテゴリ

ーで分析するものである。この分析法は、従来にないオンライン授業に直面している私たち

教育者にとってもかなり有効ではないかと思う。自分自身の強みと弱み、またこの事態がも

たらした脅威と、それが引き起こすであろう、ある種の機運を自覚することが、今後の行く

べき方向を決定する力を持っているとさえ感じさせる。以下ではあくまで個人的な立場だ

が、教育環境において私自身が感じたことを少しお話ししたい。 

 オンライン授業の実施が決定されて以降、アメリカを始め各国の大学の多くでは、新たな

教員の雇用を減らし、高年齢の教員がオンライン授業に対応できないと言って自ら担当授

業から外れるといったこともしばしば起きたと聞く。長年の経験によって培われた成熟し

た技能と知識の価値がこの措置において充分に発揮できず、不安を感じた教員がたくさん

いらっしゃる。しかしその一方で、知識や経験の点では及ばないものの、情報処理等の先進

技術への対応力で勝る若手研究者は、むしろこうした強みを進んで発揮し、新たな研究分野

の開拓に挑戦すべきではなかろうか。私は今年度、科学技術英語という講義を担当し、従来

触れる機会のなかった自然科学に関する知見を系統的に学ぶことができた。これもまた、オ

ンライン授業がもたらした、新たな学術的「知」の獲得と言えよう。 

オンライン授業は、現地不在の教員の授業実施を可能にする。既に理系の授業では実施に

移されているように、例えば日本にいながら、海外の大学にレクチャーを開くような機会は、

今後ますます増えるに違いない。こうした知の流動化は、教育者自身の国際性を養うだけで

なく、教育分野における他国との連携をより一層緊密にするというメリットを持っていよ



う。もちろん、デメリットもいろいろとあろうが、それをまず自覚し、どう克服するかを考

えることが大事である。 

オンライン授業は、大多数の大学教員にとって初めての経験なので、戸惑うことが少なく

ない。私自身は、そもそも必要不可欠な道具類すらそろわない状態からのスタートだったの

で、授業用のマイクや照明機器、編集ソフトなどの購入から取りかかった。また、従来の対

面授業の教え方を考え直し、リアルタイムビデオや動画作成など学生たちが臨場感と楽し

さを感じ、やる気が出るようにいろいろ方法を考えた。初めのうちは普段の何倍も時間がか

かってしまい、対面式よりむしろ負担が大きいが、慣れるに従って効率も上がるであろう。

こうしたスキルは、やがては新たな強みに変わり、自らの成長につながることを信じて努力

を続けている。 

現在、教育分野のジョブマーケットは縮小傾向にあり、今後、教育職にふさわしい人材と

して、学術的能力のほかにこうした実務上のノウハウがますます必要になってくると思う。

日本にいながら海外での講義を持つことができるということは、海外の優れた教育者や研

究者にも同じチャンスを与えることである。つまり、今後の教育現場は、国境を越えた流動

性と競争性がますます激しくなるのである。こうした機運と自覚を私たちはまず認識しな

ければならない。自分自身に新たな「強み」を持たせること、それによって、今後予想され

る様々な試練を乗り越えていきたい。 


